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概要
Abstract

骨格筋は、環境刺激に応じてその大きさや代謝を柔軟に適応変化する可塑

性を備え、激しい運動や打撲等によって損傷しても速やかに再生される頑強

性をもつ。全身に分布する骨格筋は、その大きさや形状は解剖学的に多様

であり、その役割は身体活動のみならず、咀嚼、嚥下、眼球運動、表情表

出、呼吸、排泄等と多岐にわたる。とはいえ、同様の収縮装置を備える横紋

筋であり、顕微鏡下で様々な部位を比較しても組織学的に違いを判断する

のは容易ではない。しかし、遺伝子発現パターンや環境刺激に対する適応・

再生、あるいは加齢や疾患の表現型を比較すると部位特異性が鮮明にな

る。骨格筋の部位特異的な遺伝子発現には発生胎児期から維持されている

ものがあり、これは位置記憶（ポジショナルメモリー）として骨格筋の先天的

形質を規定していると考えられる。一方、過去の運動履歴が骨格筋に刻まれ

る筋記憶（マッスルメモリー）は、後天的な獲得形質として、加齢にともなう筋

老化の多様性の素地になっている可能性がある。本セミナーでは、このよう

な骨格筋の特性に焦点を当て、その分子基盤を紐解き健康長寿への応用を

目指した我々の包括的アプローチを紹介する。
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